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Z
O
n
-

i

ロ
e

賀

勺
r
O
g
r

a

ヨ
ヨ
i

n
g

の

理

論
的

展
望

奥

口

孝

二

は

し

が

き

戦
後
､

経
済
理

論
で

ひ

ろ

く

P
O

t

才
芹
Ⅵ

巴
】

巴

忘
-

∽

な
い

し

は
ー
i

ロ
e

P
り

e

0

0

n
0

2
ど
ひ

と

総
称
さ

れ
る

産
業
連
関
分
析
､

リ
ニ

ア
･

プ

ロ

ブ

ラ
､
､

､

ン

グ

及
び

ゲ
ー

ム

の

理

論
の

発
展
は

著
し

い
｡

周

知
の

ご

と

く
､

リ

ニ

ア
･

プ
ロ

ブ

ラ
､

､

､

ン

グ

は
一

次
不

等
式
の

制
約
の

も

と

で

目

的
函
数
の
一

次
式
の

最
適
化
(

最

大

化

ま
た

は

最
小

化
)

を

問
題
に

す
る

が
､

実
際
に

は

目
的
函
数
､

あ

る
い

は

制
約
条
件
､

あ

る

い

は

そ

れ

ら

両
者
が
一

次
式

と

し

て

は

あ

ら

わ
さ

れ

得
な
い

場
合
に

し

ば

し

ば

直
面
す
る
｡

ノ

ン

リ
ニ

ア
･

ブ
ロ

ブ

ラ
､

､

､

ン

グ

は
こ

の

よ

う
な

場
合
の

目
的
函
数
の

最
適
化
を

問

題
に

す
る
｡

こ

の

場
合
､

変
数
に

非
負
性
の

制
約
が

な

く
､

且
つ

ま
た

制

約
条
件
が

等
式
で

与
え

ら
れ

る

も

の

と

す
る

と
､

ラ

グ

ラ

ン

ジ

ュ

乗
数
法

の

適
用
で

簡
単
に

問
題
は

処
理

さ

れ
､

ノ

ン

リ
ニ

ア
･

プ
ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

独

白
の

新
し
い

問
題
は

何
ら
お
こ

ら

な
い

｡

し
か

し
､

そ

う
で

な
い

場
合

に

は

ラ

グ

ラ

ン

ジ

ュ

乗
数
法
の

直
接
的

適
用
は

不

可
能
に

な

る
｡

こ

の

よ

う
な

場
合
の

問
題
の

理

論
的
解
決
の

緒
ロ

と

な
っ

た

の

が

声
≠
F
ロ
､

H
･

幹

.
妙

W
.

p

ロ
払

A
.

宅
.

ゴ
岩

訂
→

[

-

土

の

研
究
で

あ
る
｡

こ

れ

に

よ
ゥ

て
､

ノ

ン

リ
ニ

ア
･

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

の

問
題
と

鞍
点

問
題
と

の

関
係
が

明

ら

か

に

な

り
､

最
通
解
の

も
つ

性
質
が

明

ら
か

に

な
っ

た
｡

そ

の

後
､

ノ

ン

リ

ニ

ア
･

プ
ロ

グ

ラ
､

､

､

ン

グ

の

研
究
が

さ
か

ん
に

行
な
わ

れ
つ

つ

あ

る
｡

以

下
､

わ

れ

わ

れ

は

本
稿
に

お

い

て
､

理

論
的
視
点
か

ら

(

し

た

が
っ

て
､

実

際
的

見

地

か

ら

は

よ

り

重

要
な

巴
g
O

ユ
t

F

2

に

つ

い

て

は

殆
ん

ど

言
及

し

な
い

)
､

最
近
の

ノ

ン

リ
ニ

ア
･

プ

ロ

ブ

ラ
､

､

､

ン

グ

に

つ

い

て

展
望
す
る
こ

と
に

し
よ

う
｡

二

一

般
的
ノ

ン

リ

ニ

ア
･

プ
ロ

グ

ラ
､

､

＼

ン

グ

本
節
で

は
一

般
的
な

ノ

ン

リ
ニ

ア
･

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ
の

最
適
解
の

性

質
を

吟
味
す
る
｡

臼

=
(

包
ご

き
ご

‥

…
･

)

ぎ
)

と

し
､

又
且

こ
.

(

且
=
(

ト
(

且
-

か
(

且
∴

…
)

ヽ
喜
(

且
)

を
い

ず
れ

も

臼

に

関
し

て

微
分
可
能
な

函
数
と

す
る

と
､

ノ

ン

リ
ニ

ア
･

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

は
一

般
的
に

次
の

よ

う
に

定

(

1
)

式
化
さ

れ

る
｡

問
題
A

叉
且

を

制
約
条
件

ヽ
(

且
Ⅳ
○
､

b

Ⅳ
○

の

も

と

で

最
大
に

せ

よ
0

こ

の

間
題
を

直
接
考
え

る

前
に
､

叉
♪

且
-

』

=
(
b

ざ
ト

ぎ
…

‥
}

ぎ
)
-

ま

=
(

ど

ざ

ぎ
…

‥
〉

ま

き
)

を

わ

及
び

g

に

関
し

て

微
分
可
能
な

函
数
､

≠

㌔
〉

争
-

｡

を

臼

=

革
ま

=

ミ

と
し

た

と

き
の

≠

の

白

及
び

2

に

関

す
る

偏
微
係
数
ベ

ク

ト

ル

こ

し
て
､

問
題
B

叉
♪

ミ
)

肌
も

(

き

ミ
)

肌

叉
阜

且
叫

e
→

巴
-

b

Ⅳ
○

-

ぎ

Ⅳ
○

を

満
足
す
る

非
負
ベ

ク

ト

ル

彗

及
び

ミ

を

求
め

よ
｡

(
ノ

J

と
い

う

問
題
を

考
え

よ

う
｡

こ

の

所
謂
鞍
点

問
題
に

つ

い

て

は

次
の

定
理

別
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が

成
立

す
る

こ

と
が

簡
単
に

証
明
さ

れ
る
｡

定
理
1

も

㌔
l爪
○
-

≠

㌔
､

』
｡

=
○
､

篭
Ⅳ
○

≠

㌔
Ⅳ
○
〉

㌢
ミ

ミ
=
〇
･

ミ
Ⅳ
○

は

点
(

鼻

毛
)

が

鞍
点
で

あ

る

た

め
の

必
要
条
件
で

あ

る
｡

定
理
2

(

こ
､

(

N

)

及
び

次
の

二

式

叉
き

ミ
)

肌
小

ズ

き

ミ
)

＋
も

㌔
､

(

白

1

篭
)

f

O

→

巴
-

臼

lⅣ
○

(

こ

(

N

)

(

い

)

心

ズ

阜

且
Ⅳ

叉
阜

ミ
)

＋

㌢
○

､

(

ま

-

ミ
)

f

O
→

巴
-

ま

Ⅳ
○

(

斗

)

の

同
時
的
成
立

が

点

(

阜

ミ
)

が

鞍
点
で

あ

る

た

め
の

十
分
条
件
で

あ

る
｡

さ

ら
に
､

最
適
解
の

性
質
を

導
く

た

め
に
､

田
口

F
n
-

H
.

+

弓
.

牢
ロ

ト

A
.

要
､

.

→
2
)

打
e

→

〔
-

占

の

所
謂

C
O

β

賢

岩
旨
t

¢
声
P
-

旨
O

P
t

i

O

ロ

を

仮
定

す
る
｡

円
仁

F
n
･

→
⊆
U

打
e

→

の

C
O

n

賢

⊇
F
什

¢
仁

已

誌
宗
t
-

O

n

の

仮
定
､

最
適

点

彗

に

お

い

て

制
約
条
件
の

あ

る

も
の

が

等
号
で

満
た

さ

れ
る

も
の

と

し
､

例
え

ば
､

ト
(

鷲
)

=
ト
(

篭
)

=

…

…

=
ト
(

篭
)

=

β
○

=

…

…

=
き
0

=
○

と

す
る
｡

こ

の

と

き
､

点

篭

に

お

け
る

微
小

変
動
は
つ

ね
に

他
の

制
約

条
件
を

満
た

し
､

か

つ

恥
一

閃
一

言
｡

‥
‖
-

デ
‥

盲

軋

よ

Ⅳ
○
〉

叫

=
-
〉

N

∴

…
‥
-

h

を

も

満
足
す
る
｡

叉
且

及

び

ヽ
(

且

が

い

ず
れ

も

b

に

関
し
て

0

0

ロ
○

串
く
e

で

あ
る

場

合
に

(

次

節

参
照
)
､

C
O

n
∽

什

⊇
i

n
t

の
{

巨
-

宗
旨
t

ど
ロ

に

代
る

仮

定
が

S
-

P
t

e

J
]

芦
[
-

且

及
び

芥
P

ユ
i

n
-

∽
･

[

〓
]

に

よ
っ

て

考
え

ら

れ
て

い

(

2
)

る
｡

こ

れ

ら
二

つ

の

仮
定
は

同
値
で

あ
る
｡

S
】

巳
e

→

の

仮
定
､

ヽ
(

b

J

>
○

と

な

る

あ
る
ベ

ク

ト

ル

白
書

Ⅳ
○

が

存
在

す
る
｡

内
P

ユ
ー

ロ

の

仮
定
､

任
意
の

ぎ

=
(

ぎ

ざ
…

‥
､

g

ヨ
)

Ⅳ
○

に

対

し
､

g

ヾ
(

8

芸
)

>
○

と

な

る

あ
る

ベ

ク

ト

ル

白

芸

Ⅳ
○

が

存
在
す
る
｡

さ

て
､

つ

ぎ

に
､

C
O

n

賢

岩
i

n
t

の
仁

已

旨
0

已
-

○

ロ

を

仮
定
し
て
､

ノ

ン

リ
ニ

ア
･

プ
ロ

グ

ラ

ミ
ン

グ

の

理

論
で

最
も

基
本
的
な

朽
亡

F

ロ
･

→

喜
打
e

り

の

定
理

を

述
べ

よ

う
｡

た

だ

し
､

叉
き

且
=

叉
且
＋
ま

ヾ
(

且
-

臼

Ⅳ
○
)

ぎ

Ⅳ
○

と

す
る
｡

(

以

下
､

叉
臼
､

且

は
つ

ね

に

右
式
で

定
義
さ

れ
る
｡

)

定
理
3

亀

が

問
題
A

の

最
適
解
で

あ
る

た

め
に

は
､

毯

及
び

あ

る

ミ
Ⅳ
○

に

対
し

て

(

ニ
ー

(

N

)

が

成
立
す
る

こ

と

が

必

要
で

ぁ

り
､

亀

及
び

あ

る

ミ
Ⅳ
○

が

(

こ
(

N

)

及
び
(

･

ご

を

満
た

す
こ

と
が

篭

が

最
適
解
で

あ

る

た

め
の

十
分
条
件
で

あ

る
｡

証
明

必

要
性
､

最
適
解
が

制
約
条
件
を

全
て

不

等
号
で

満
た

す
と

き

は
､

βJ 4

巾
‖
｡
､

軋

-1
-
-

N

＼

…
･

盲

で

あ

る

か

ら
､

宣
と

す
る

と

よ
い

｡

た

だ

し
､

如
･

は

星
で

の

叉
且

の

き

に

関
す
る

偏
傲
係
数
を

あ

ら
わ

す
｡

つ

ぎ
に
､

制
約
条
件
の

あ

る

も
の

が

等
号
で

満
た

さ

れ

る

場
合
を

考
え

る
｡

C
O

ロ

各

員
-

芝

め
亡
p

亡
P
O

邑
-

○

ロ

の

仮
定
よ

り
､

一

1椒
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恥

如
1
ぎ
Ⅳ
｡

‥
=

丁
盲

丸

き
Ⅳ
○
､

軋

=
-

＼

…
･

､

h

に

対

し

て
､

t

恥
山
門

吉
｡

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
｡

し

た

が
っ

て
､

周

知
の

句

弓
打

監

の

定
理
よ

h

ソ
､

】

申
=

管
†

叩
･

畢

草
…
･

-

声

ざ
｡

Ⅳ
○
-

㌧

=
-

∴

…
‥
)

計

杓

㌔

Ⅳ
○
､

軋

=
-
-

…
…
-

～

畏
ロ

=
○

-

軋

=
～

＋
-

〉

…

…
}

さ

と

な

り
､

ざ
○

=
○
-

㌧

=
計

＋
-

＼

…
･

盲

と

す
る

と
､

t

如
‖

恥
ミ

如
圭

｡
･

旦
ニ

…
･

-

さ

こ

れ

よ

り
､亨
如
･
＋

恥
長

軸
1

‖

･

毒
･

草
…
･

-

さ

さ

ら
に
､

き
0

=
○
〉

札

=
-
-

…

…
-

㌣

畏
ロ

=
○
-

軋

=
叫

＋
-

∴

…
･

-

さ

を

考
慮
す
る

と
､

雪
=

恥
(

申
＋

守
如
せ
‖

･

管
竜

即
ち
､

(

こ

が

成
り
立
つ
｡

ま

た
､

さ
(

篭
)

=
○

こ
=
-
-

…

…
-

計

ぜ
｡

=
○
】

叫

､
計

､

=
軒

＋
-

＼

…
･

-

∋

よ

り
､

サ
ト

｡
､

ミ
=
ヽ
(

篭
)

､

ミ
=
○

と

な
り

(

N

)

が

満
た
さ

れ
る
｡

十
分
性
､

(
･

ニ
ー

(

こ

及
び

(

N

)

よ

り
､

又
且
＋

ミ
ヾ
(

且
=

叉
臼
-

ミ
)

肌

号
ハ

阜

ミ
)

＋

争
q

｡
､

(

臼

-

篭
)

肌

叉
阜

ミ
)

=

叉
宅
)

＋

ミ
ヾ
(

篭
)

=
h

ス
篭
)
●

よ
っ

て
､

ミ
ヾ
(

且
Ⅳ
○

を

考
慮
し

て
､

h

ス

且
肌
爪

ス

亀
)
.

三

C
O

ロ
O

P

く
e

勺

3
的

ゴ
P

ヨ
m
i

β

g

い

･

-

C
O

ロ
O

P

く
e

勺
→

O

g
→

P

日
ロ
ー

ロ

g

わ

れ

わ

れ

は
こ

れ

ま
で

は
､

叉
且

及
び

ヽ
(

且

の

形
を

何
ら

特
定
せ

ず
議
論
し

て

き

た
が
､

本
節
で

は

そ

れ

ら

が

b

に

関
し

て

0

0

⊇
り

p

く
e

で

あ
る

場
合

-
即
ち
､

…
n

旨
く
2

p

3
g
l

P

2

2
-

口
内

-
を

問
題
に

す
る
｡

こ

こ

に
､

Q

=
(
b

ざ
…

…

も
串

)

の

函
数

叉
且

が

b

に

関
し

て

0

0

日
O

P
d

d

で

あ

る

と

は
､

定
義
域
内
の

相
異
な

る

任
意
の

二

点

阜
気

に

対

し

て
､

普
屯

已

＋
(

-

-
屯
)

慧
]

Ⅳ

欝
(

已
)

＋
(
-

-
屯
)

､

入
監
)
-

○

肌
句

肌
-

が

成
立

す
る

場
合
を
い

う
｡

(

○

<
屯

<
-

の

と

き

右
の

式
が

不

等
号

で

成

立

す
る

場
合
は

功
t

ユ
O
t
-

叫

0

0

日
O

P
d

d
〕

ま

た
､

-

叉
且

が

g
n
P
p

点
)

(

賢
ユ
O
t
-

叫

0

0

日

β
d
d
)

で

あ

る

と

き
､

ぎ
ハ

且

は

g
ロ

く
e

粥

(

賢
ユ
の
t

-

叫

0

0

β
づ
e

且

で

あ
る

と
い

わ

れ

る
｡

3
日
O

p
d

d

唱
O

g

旨
m
喜
一

n

g

は

問
題
A

の

叉
且

及
び

ヽ
(

且

が

い

ず
れ

も
臼

に

関
し

て

0

0

日
O

P
d

d

で

あ

る

場
合

で

あ

る
｡

(

こ

れ

と

は

対

称

的
に
､

c

q
ロ
七

d
舛

勺

3
粥
→

P

2
日
一

日
g

は
一

般
的
に

次
の

よ

う
に

定

式

βJ ∂
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化

さ

れ

る
｡

叉
且
-

ヽ
(

且

を

臼

に

関

し
て

｡

｡

望
1

e

粥

で

あ

る

と
し

て
､

ヽ
(

且
肌
○
-

臼

Ⅳ
○

の

も

と
で

叉
且

を

最
小

に

せ

よ
｡

な

お
､

く
且

臣
､

ヂ

[

N

O
]

､

ロ
P

已
巴
g
〉

G
一

甲

∴
コ

を

見

よ
｡

)

叉
且

を

任
意
の

0

0

β
O

P

言
f

仁

n
O

蔓
U

n

と

す
る

と
､

定

義
よ

り
､

-

更
甘
-

)

肌

空
甘
N

)

＋

d
l
{

計

甘

ギ
雪
盲

｢
豊
]

1

言
N

)

}

､

○

<
屯

肌
-

で

あ

る

か

ら
､

ぎ
仙

を

又
且

の

臼

=
b
N

で

の

偏
徴
係
数
ベ

ク

ト
ル

と

す
る

と
､

叉
已
)

肌

文
恵
)

＋

ぎ
㌧

(

已
1

篭
)

(

h

)

が

成
り

立
つ

こ

と

に

注
意
す
る
｡

さ

ら
に
､

C
O

ロ
払

首
已
ロ
t

灯
仁

巴
琵
○

芝
-

○

ロ

を

仮
定
す
る
か
､

S
-

巳
e

→

の

仮
定
､

ま
た

は

内

罵
-

-

日

の

仮
定
を

設
け

る
｡

こ

の

と

き

次
の

定
理

が

得

ら

れ
る
｡

定
理
4

篭

が

0

0

ロ
C

P

≦
U

廿

…
g
l

P

ロ
ー

m
-

長
の

最
適
解
で

あ
る

た

め

(

3
)

に

は

(

こ

及
び

(

N

)

が

成
り

立
つ

こ

と
が

必

要
且
つ

十
分
で

あ

る
｡

証
明
､

こ

の

場
合
､

条
件
(

･
ご

が

満
た

さ

れ

る
こ

と
の

み

を
い

う
と

よ
い
｡

叉
且
〉

ヽ
(

且

の

0

0

n
O

P

ま
t

叫

よ

り
､

叉
且

肌
q

(

注
)

＋

冨
ミ
(

臼

-

篭
)

さ
(

且
肌

b
(

篭
)

＋
さ
｡
､

(

B

l

篭
)

こ
=
H

∴

…
‥
-

3

が

任
意
の

臼

Ⅳ
○

に

つ

い

て

い

え
る

か

ら
､

ミ
Ⅳ
○

に

つ

い

て
､

叉
臼
､

ミ
)

=

叉
且
＋

ミ
ヾ
(

且

肌

叉
亀
)

＋

ミ
ヾ
(

篭
)

＋
(

冨
ミ

＋

ミ
い

計
｡

)

(

白

-
臼
○

)

=

叉
阜

も
)

＋
≠

し
ミ
(

白

-

も
)

と

な

り

(

レ

)

が

成
立
す
る
｡

と
こ

ろ

で
､

叉
き

且

は
g

に

関
し
て
一

次
で

あ

る

か

ら
､

咄

ズ

阜

且
=
争
ハ

阜

ミ
)

＋

サ
ト
｡
､

(

g

-

ミ
)

で

あ

り

鞍
点
の

十
分
条
件
の
一

つ

で

あ

る

条
件
(
h

こ

は
つ

ね

に

満
た

さ

れ

る
｡

よ
っ

て
､

定
理
4

は

次
の

よ

う
に

い

い

か

え

ら

れ
る
｡

定
理
γ

篭

が

g
β
O

P

≦
U

せ

3
g

岩
ヨ
日
-

臼
g

の

最
適
解
で

あ

る

た

め
に

は
､

適
当
な

ミ
Ⅳ
○

が

存
在
し
て
､

(

溝

ミ
)

が

叉
月

旦
=

叉
且
＋
e

ヾ
(

且
〉

§

Ⅳ
○

)

ぎ

Ⅳ
○

(

1
)

の

鞍
点
と
な

る

こ

と

が

必

要
且
つ

十
分
で

あ

る
｡

こ

こ

で

注
意
す
べ

き
こ

と

が

あ

る
｡

そ

れ

は

も

Ⅳ
○

以

外
の

制
約
条
件

の

あ
る

も
の

が

等
式
で

あ

た

え

ら

れ
､

S
-

已
e

l

の

仮
定
､

ま
た

は

吊

焉
･

-

-

ロ

の

そ

れ

が

満
た

さ

れ
ぬ

場
合
で

あ

る
｡

こ

の

場
合
､

定
理
射

は
q
N

苧

弓
P
】

H
.

(

A

ヨ
○

弓
〉

H

喜
貞

ユ
O

N
-

P

ロ
み

q
N

P

弓
P

[

N
)

写
･

い

い

-
い

コ
)

に

よ
っ

て

次
の

よ

う
に

修
正

さ

れ

る
｡

定
理
㌢

0

0

n
C

P

く
e

胃
○

的

冒
2

邑
口
粥

に

お

い

て
､

さ
(

且
〉

丸

爪

ト

∩
一

-
}

N

∴

…
∵

⊇
ニ

が

毎

に

つ

い

て
一

次
で
､

且
つ

そ

れ
に

対

応
す
る

制
約

条
件
は

等
式
で

与
え

ら
れ

る

も
の

と

す
る
｡

さ

ら

に
､

任

意
の

ス

訂
-
〉

:

･
∵

且

に

つ

い

て

芭
∨
○
(

亀

は
ベ

ク

ト

ル

臼
外

の

第
軋

成
分
)

と

な

る

訂

監
i

J
-

e

詔
C

t

O

→

が

あ

る

も
の

と

す
る
｡

こ

の

と

き
､

臼
｡

が

最
適
解

と
な

る

た

め
の

必

要
十
分
条
件
は

臼

Ⅳ
○

､

ご
叫

Ⅳ
○

(

す
な
わ

ち
､

ぎ
Ⅳ
○
)

計

爪

l

I

=
一

-
-

…

…

盲

T
H
)

に

対

し

て
､

(

阜

ミ
)

が

叉
き

且

の

鞍

点
と
な

る

こ

と

で

あ

る
｡

い

･

N

め
仁

邑
岩
t
-

c

巧

言
g

昌
-

2
已
n
g

2 J 6

鳴
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曾
p

賢
覧
0

実
名
昌
m

已
n
g

は

最
も
一

般
的
に

は
､

叉

阜
ヽ
(

且

が

い

ず
れ

旦

戻
式
で

与
え

ら

れ

る

場
合
の

C

｡

ロ

昌

記

胃
｡

的
→

告
｡

邑
n

g

ま

た

は

…
-

諾
舛

七

岩
笥
P

ヨ

邑
ロ

g

を
い

う
｡

こ

れ

ら
の

場
合
､

叉

阜

ヽ
(

且

の

二

次
の

項
は
い

ず
れ

も

β
e

嘗
-

歪
(

詫
ヨ

こ

告

辞
-

t

e

で

あ

る

か
､

ま

た

は

官
S

E
く
e

(

旨

邑
⊥

d
①

旨
誉

で

あ

る
｡

最
適
鮮
に

つ

い

て

は
､

c

O

n
O

写
e

唱
O
g
H

P

日
-

已
n
g

ま

た
は

｡

｡

ロ

召
桝

唱
｡

笥
巴

苧

邑
n

粥

の

定
理

が

通
用
さ

れ
る
｡

し

か

し
､

実
際
に

は
､

こ

の

よ

う
に
一

般
的
な

形
で

宅
P

賢

覧
c

匂
1

0

笥
ヨ

邑
点
は

と

り

あ

げ

ら

れ

ず
､

､
(

且

が
一

次
の

場
合
が

問
題
に

さ

れ
､

且

つ

そ

れ

ら

に

つ

い

て
､

○

監
e

b
叫

O

p
S

①

に

能
率
的
な

巴
g
O

ユ
t

ビ

巨

が

考
案
さ

れ

て

い

る
｡

た

と

え

ば
､

冒
き

訂
村
村

e

J

H

i

∴
-

丘

の

キ

ャ

パ

シ

テ
ィ

法
｡

名
邑
t

y

ヨ
e

t

F

已
､

リ
ニ

ア
●

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

の

シ

ン

プ
レ

ッ

ク

ス

法
を

修
正

し

た

宅
｡
-

訂
､

勺
.

[

N

こ

等
で

あ

る
｡

な

お
､

宮
-

旨
賀
-

ヂ

旨
か

S

.

冒
e

ユ
宏

[

か
)

h

古

層
n

已
且

は

層
岩
m
e
-

旨
廿

冒
g
l

呂
-

邑
ロ

g

の

手
法
を

適
用
し
て
､

賢
ど
こ
1

C

｡

苧

c

P

忌
q

巨
d

邑
-

c

宅
○

笥
呂
-

邑
ロ
g

の

最
適
解
の

必

要
条
件
を

導
出
し

て

い

る
｡

(

し

か

し
､

こ

の

場

合
､

牢
ト

ぎ
･

ゴ
ト
C

打
e

l

の

条

件
の

一

つ

の

(

N

)

の

一

部
が

見

失
な

わ

れ

て

い

る

こ

と

に

注

雫
)

い

●

い

S
t

0
0

F

監
t

訂

廿

3
g

旨
ヨ
昌
一

ロ

粥

内
P
t

P
O

宮
S

∴
-

N

]

に

し

た

が
っ

て
､

次
の
一

見
リ

ニ

ア

な
の
t

喜

訂
･

s
t

ど

宅
○

雫
p

ヨ
ヨ

訂
粥

を

考
え
て

み

ょ

う
｡

問
題
C

♪
(
Q
､

b

肌

巳
=
R

→
一

♪
(

M

ざ
ぜ
肌

g
肘

早

計
-

1
･
=
-

∋

-

=
-

R

l Ⅳ
○

の

も

と

で
､

ス

カ

ラ
ー

七

を

最
大
に

せ

よ
｡

こ

こ

で
､

確
率
変
数
ひ
れ

は

平
均
軌

㌔

分

散
q

㌔

の

正

規
分
布
を

し
､

確
率
変
数

箭
(

ぎ
…
:

き
)

は

平
ち

訂
(

ヂ
:

･
も
さ
)

､

分
散
1
共
分

散
行
列

勺
=
[

ざ
]

の

さ

次
元
正

規
分
布
を

す
る

も
の

と

仮
定
す
る
｡

さ

ら
に
､言

‖

如
h
8

き
き

言
=

如
ト

き
身

と

す
る

ご
こ

の

と

き
､

く
副
}

剖
は
c

O

n

忌
舛

に

な

る
か

ら

鶏

肌
〇

･山
(

即

ち
､

†
r

(

且
肌
○
)

と

仮
定
す

る

と
､

問
題
C

は

次
の

よ

う
な

｡

｡

n
｡

p

孟

召
○

的

岩
ロ
ー

m

旨
粥

に

転
換
さ

れ

る
｡

問
題
C

〔

○

ロ
C

p

く
e

f

告
｡

t
-

｡

n

q

(

且
=

冨

よ
く

叫

劃
を

条

件
､

､
(

且
=
ひ
★

-
ゝ
b

Ⅳ
○

】

h

Ⅳ
○

の

も

と

で

最
大
に

せ

よ
｡

た

だ

し
､

ひ

㍉

=

ぎ
-
ぎ
q

耳

叶

=
-
}

…

…

盲

計

=

-

†
-

(

且
附
○
〉

彗
=

-
n

T
-

(

吾
)

､

軋

=

r
‥

･
=

盲

ゝ

=
[

£
L

し

た
が
っ

て
､

最
通
解
に

つ

い

て

は
､

｡

C

宍
P

く
e

p

3

笥
p

ヨ
m

ど
㈹

の

定
理

が

適
用
さ

れ
る
｡

な

お
､

田
P
t

琶

宮
∽
･

∴
-

N

]

は

補
助

的
な
リ

ニ

ア
一

プ
ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ
を

出
発
点
と

し

た
二

つ

の

計
算
法
(

逐

次

解

法

と

補

間

法
)

を

与
え

て

い

る
J

い

●

阜

｢
-

n
①

P
→

勺

冒
g
→

P

2
喜

訂
的

2 J 7
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リ
ニ

ア
･

プ
ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

の

最
大
問
題
(

こ

れ

は

0

0
ロ
○

等
e

胃
?

雪
空
ゴ

邑
】

色
の

特

別

な

場
合
)

及
び

そ

の

双
対

問
題
(

こ

れ

は
0

0

n

記
榊

p

3
g
r

P

ヨ

m
i

口

内

の

特

別
の

場
合
)

は

周
知
の

如
く
､

そ
れ

ぞ

れ

次
の

よ

う
に

定
式
化
さ

れ

る
｡

問

題
D

叉
且
=
Q
､

臼

を

ヽ
(

且
=
～

-
』
臼

Ⅳ
○

-

b

Ⅳ
○

の

も

と

で

最
大

に

せ

よ
｡

問
題
Ⅳ

(

問

題

ロ

8
m

F
巴
)
.

又
且
=

-
ひ
､

宮

を

ヽ
(

且
=
』
､

g

-
Q

Ⅳ
○
-

ま

Ⅳ
○

の

も

と
で

最
大
に

せ

よ
｡

前
者
に

つ

い

て

は
､

叉
き

且
=
Q
､

』

＋
ぎ
､

(

ひ

1
ゝ

且
〉

白

Ⅳ
○
-

g

Ⅳ
○

で

あ

り
､

後
者
の

場
合
､

叉
き

且
=

-
ひ
､

ま

-
b
､

(

へ

-
ゝ
､

且
〉

白

Ⅳ
○
-

ま

Ⅳ
○

で

前
者
の

場
合
と

符
号
の

み

が

異
な

る
｡

し

た
が
っ

て
､

次
の

定
理
が

簡

単
に

導
か

れ

る
｡

定
理
5

問
題

じ

及
び

問
題

q

の

最
通
解
は

そ

れ

ぞ

れ
､

叉
b
-

且

=
｡
､

与
十

ミ
(
～

丁
払

阜

品
○
､

崇

Ⅳ
○

の

鞍
点
(

阜
･
き
の

亀

及
び

ミ

に

等
し
い
｡

な

お
､

ノ

ン

リ
ニ

ア
･

ブ
ロ

グ

ヲ
､
､

､

ン

グ
の

定
理
を

適
用
し

な
い

で

も

直
接
右
の

定
理
が

導
か

れ

る
｡

G
O
-

d

ヨ
P

ロ
ー

A

∴
｢
､

甲
ロ

P

A
.

W
.

→

苧

○

打
e

♪

[

¢
]

を

見
よ
｡

ま

た
､

問
題
D

は
つ

ぎ
の

よ

う
な

賢
i

O

昔
0

0

巳

笥
e

q

亡

邑
昌
t

-

○

勺
r

｡

g
→

P

ヨ
m
i

口

内

に

e

β

已
く

已
e

已

な
こ

と
が

亡
N

P

弓
p
-

H
.

(

A
∃
○

弓
-

H

弓
皇
O

N
〉

a

已

U
N

P

W
p
[

N
-

匂

勺

+
巴
-
占
)

に

よ
っ

て

明
ら
か

に

さ

れ

て

い

る
｡

問
題
Ⅳ

巾

を

十
分
小

な
る

正

数
と
し

て
､

ヽ
(

且
=
ひ

-
』
白

Ⅳ
○
､

白

Ⅳ
○

の

条

件
の

も

と

で
､

-

又
且
=
Q
､

も

-

-
巾

臼
､

転

N

を

最
大
に

せ

よ
｡

四

め
ロ

邑
･

〇

〇

ヨ
P

勺
e

勺

3
的

⊇
日

邑
口

内

｡

｡

n
C

P
d

d

胃
O
g
→

P

ヨ

邑
ロ

g

よ

り
一

般
的
な

も
の

に
､

P
∃
○

弓
一

内
.

J
･

1
p

邑
P
C
･

E

已
F
｡

諾
n
･

[

丘

に

よ

る

宅
邑
0

0

日
○

写
①

p

岩
g

岩
R
T

邑
口

的

が

あ
る
｡

こ

れ

は

問
題
A

の

叉
且

及
び

ヽ
(

且

が

い

ず
れ

も
､

b

に

関
し

て

空
ト

P

芋
…
ロ
｡

胃
e

で

あ
る

場
合
を
い

う
｡

こ

こ

に
､

臼

の

あ
る

函
数

叉
且

が

宅
-

P

字
g
日

昌
づ
①

で

あ

る

こ

と

は
､

熊

を

任
意
の

実
数
と

す
る

と

き
､

叉
且
Ⅳ
異

な
る

白

が

凸

集
合
を

な

す
場
合
を
い

う
｡

即
ち
､

叉
且

が

q
亡

邑
占
○

苧

C

P

≦
)

で

あ
る

と

き
､

任
意
の

二

点
を

早

急

と

し
､

叉

豊
Ⅳ

文

鳥
と

す
る

と

吾
匂

已
＋
(

丁
匂
)

且
Ⅳ

叉

長
.

〇

肌
屯

肌
-
.

(

仇

)

が

成
り

立
つ
｡

こ

の

こ

と

は

ま
た
､

月

琴
＋
(

}

-
屯
)

丘
Ⅳ

邑
具
叉
b

ヱ
㌦

ス

長
]

(

ヱ
､

と

も

書
か

れ
る
｡

さ

ら

に
､

比
べ

屯
)

=

漂
屯

皇

＋
(
-

-
匂
)

丘
Ⅳ

文

鳥
=

月
○
)

βJ ∂

相

場
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ー ト

と

す
る

と
､

句
(

○
)

Ⅳ
○

で

あ
る

か

ら
､

月
匂
)

を

屯

に

つ

い

て

微
分
し

匂

=
○

と

す
る

と
､

又

呈
Ⅳ

文

鳥
の

と

き

㌻
､

(

已
1

長
Ⅳ
○

が
い

え

る
｡

こ

れ
ら

の

関
係
よ

り
､

0

0

喜
写
¢

f

仁

n
▲

迂
O

n

監
T
0

0

巳
慧
1

e

で

あ

る

こ

と

が

直
ち

に
い

え
る
｡

し

か

し
､

ら

ず
し

も
い

え

な
い
｡

し

た

が
っ

て
､

β

声

邑
㌣

g
ロ
n

p

≦.
首

(

〈

ご

は

全
て

β

苧

そ
の

逆
は

必

は

c

O

n
O
也

丁

計

≦.
t

y

よ

り

も
一

般
的
な

性
質
で

あ

る
｡

つ

ぎ
に
､

叉
且

を

任
意
の

モ
ー

邑
･

8
日
○

弓
e

2
日
O
t
-

○

声

と

し
､

℃

を
そ

の

任
意
の

単
調
非
減
少
変
換
と

す
る

と
､

叉
b

ヱ
Ⅳ

文

鳥
の

と

き

叉
叉
b

ヱ
]

Ⅳ

叉
文

鳥
]

で

あ
る

か

ら
､

三

賞

ぎ
ー

＋

?
-

匂
)

長
一

Ⅳ

叉
H

已
ロ
[

叉
b

ヱ
㌦

ス

長
]

}

が

い

え

る
｡

こ

こ

に
､

文
一

已

具
叉
b

ヱ
㌦

ス

長
]
一

=

m
-

三

叉
叉
b

ヱ
]

も
[

叉

長
]
)

で

あ

る

か

ら
､

吾
ズ
且
]

も

モ
ー

邑
占
○

ロ
C

P

召

で

あ
る
｡

q

巨
巴
占
O

n

昌
+

き
叫

に

つ

い

て

ほ
､

さ

ら
に

次
の

著
し

い

性

質
が

あ

る
｡

た

だ

し
､

曾
計

ぎ
盲

㍉

軌

判

定
理
6

又
且

が

宅
邑
･

｡

｡

g
当
e

の

と

き
､

任
意
の

態

及
び

→

=
-
､

…

…
-

さ

に

つ

い

て
､

(

-
-
)

1

b
ヽ

lⅣ
○

と

な
る
｡

ま

た
､

叉
且

が

臼

Ⅳ
○

に

つ

い

て

β

喜
芋
0

0

巳
p

言

で

あ

る

た

め
に

は
､

任
意
の

Q

及
び

う

=
-
-

…

…
盲

に

つ

い

て
､

局
ロ

b
､

-Ⅰ

渇
望
ハ

ー
ー

)

､

と

な

る
こ

と
が

十
分
で

あ

る
｡

さ
て
､

制
約
条
件
ヽ
(

且
Ⅳ
○

-

b

Ⅳ
○
)

を

満
足
す
る

あ

る
ベ

ク

ト

ル

白
書

の

例
え

ば

第
叫

成
分

芭
が

正

と

な

り

得
る

と

き
､

包

の

第
軋

成
分

ぎ

を

記
-

e

う
P

n
t

く

P

ユ
P

E
e

と

定

義
し

ょ

う
｡

β

喜
･
芋
0

0

n

昌
d

d

p

3
粥

⊇
･

∋

邑
長
の

最
適
辞
の

十
分
条

件
は

次
の

定
理
で

与
え

ら

れ

る
｡

定
理
7

篭

が

β

巨
争
〔

｡

ロ
｡

p

諾

官
｡

g

旨
ヨ
m
-

n

g

の

最
適
鮮
で

あ

る

た

め

に

は
､

阜

ミ

が

(

こ

∴
N

)

を

満
た

し
､

さ

ら
に
､

∽

少
な

く
と

も
一

つ

の

皇
｡

に

つ

い

て

冨
㌔

∧
○

的

あ
る

り

e
-

e

召
已

召
ユ
P

♂
-

e

に

つ

い

て
､

也

ざ
｡

>
O

内

払

毛

嘗
､

且
つ

叉
且

は

篭

の

近

傍
で

二

階
微

分
可
能

b
→

=

○

ぎ
q
.

‥

…
･

斗
き

㌻

ぎ
ー

早
…
:

計

き

ゃ

計

苧

ぎ
巧

も
.

‥

…

ざ
q

も
1

む

計

㌻
り

可

肖

叉
且

は

0

0

日
O

p

く
e

の

い

ず
れ
か

が

い

え
る

こ

と

が

十
分
で

あ
る
｡

証

明
､

∽
の

み

証
明
｡

ま

ず
､

任

意
の

訂

邑
♂

訂

諾

告
→

る

と

箸
ミ
(

已

1

篭
)

l爪
○

(

5
)

と

な
る

こ

と

に

注

意
す
る
｡

つ

ぎ
に
､

b
-

を

と

(

ご

βユ9
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箭
(
爪

ド
ト

ト
ト

L

に
ー

○
､

董
･

､

0
)

中

日
N

=
』
も

＋
内

覧
(

e
=
(

-

-
句
)

』
-

＋
屯

気

色
(

e
=
(
-

-
屯
)

白
○

＋
屯

態

と

す
る

と
､

冨
｡
､

(

気
-
臼
｡

)

=

冨
｡

､

屯

=
q

き
○

<
○
}

気
Ⅳ
○

冨
｡
､

[

臼
｡

(

屯
)

-

篭
]

=

暑
㌔

､

(

篭
-
b
｡

)

∧
○
､

屯

>
O

q

㌔
､

[

隻
(

匂
)

-

篭
(

屯
)

]

=
(

-

-
屯
)

q

㌔
(

隻

-

篭
)

l爪
○

､

屯

l爪
-

q

㌔
[

已
(

屯
)

-

§
]

∧
○
､

○

∧
屯

肌
-

で

あ
る

か

ら
､

叉
且

8
丘

七

邑
･

｡

O

n
O

P

ま
t

呵

を

考
慮
す
る

と
､

各
色
(

屯
)

]

<
h

ス
篭
)

と
な

り
､

指

署
-

(

喜
=

署
-

)

肌

署
｡

)

五

そ
の

他
の

諸

問
題

i
結
び

に

か

え

て

ー

以
上
､

わ

れ

わ

れ

は
ノ

ン

リ

ニ

ア
･

プ
ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ
の

理

論
的

展
望

を

行
な
っ

た

が
､

当
然
と

り

あ

ぐ
べ

き

も
の

で

紙
数
の

制
約
上

省
略
せ

ざ

る

を

得
な
か

っ

た

も

の

が

あ

る
｡

そ
の

第
一

は
､

目

的

函

数
が

孟
C

t

O

→

ノ
1

已
F
e

d

2
ロ
〔

こ
O

n

の

場
合
(

内
仁

F
n
-

H
.

弓
.

巴

巨
d

P

W
一

→
ロ
○

打
e

→

[

-

丘
･
内
P

ユ
ー

】

J

〉
∽
.

[

〓
]

)

で

あ
る
｡

つ

ぎ

は
､

そ

の

d

d

え
○

→

≦
芦
】

ロ
①

P

2

宍
t

i

〇

n

の

鼓
小

代
分
一

イ

畠
大
に

す
る

問
題
(

内
亡

F

ロ
】

ロ

W
.

巴
乙

A
･

W
･

→

喜
諾
→

[

-

占
)

で

あ

る
｡

H

弓
貞

ユ
c

N
.

｢
(

A
三
〇

弓
､

0

叶

巳
.

[

N
-

C
F
P

ワ

丘
)

の

線
型
位
相
空
間
へ

の

理

論
的

拡
張
も

注
目

さ

る
べ

き

で

あ

る
｡

鞍
点
の

求
め

方
に

は

グ

ラ

デ
ィ

エ

ン

ト

法

g

岩
巴
e

n
t

ヨ
e
t

F
O

d

が

あ

る
｡

こ

れ
に

つ

い

て

の

研
究
を

集
大
成
し

た
の

が
､

A
→

冒
弓
〉
e
t

已
.

[

N

]

で

あ
る
｡

ノ

ン

リ

ニ

ア
･

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

の

理

論
の

経

済

的

適
用
に

つ

い

て

は
､

C

訂
ロ
e

H

y
-

ロ
P

ロ

d

H
･

亡
N

P

弓
P

(

A

∃
｡

弓

二
U

t

巴
.

[

N
〉

C
F
P

p
.

-

凸
)

の

後
進
国
開
発
問
題
へ

の

適
用

亡
N

P

名
字

ロ
[

-

∞

]

及
び

押
e
-

t

e

J

S
･

ロ

凸

の

国
際
貿
易
論
に

お

け

る

要
素
価
格
均
等
化
命
題
へ

の

適
用
等

が

注
目
さ

る
べ

き

で

あ

る
｡

ロ
l +

昌
p

邑
｡

勺

2

笥
P

ヨ

邑
n

呵

も

重

要
で

あ

る
｡

こ

れ

に

つ

い

て

は

｢

ボ

ン

ト

リ

ヤ

ー

ギ
ン

の

最
大
値
原
理
+

を

包
括

的
に

と

り

あ
つ

か

っ

た

吋
｡

已
り

笥
的

F

r

S
.

e

t

巴
.

[

N
N

]

は

最
も

注

目
さ

る
べ

き

で

あ

る
｡

(

1
)

(

)

は

列
ベ

ク

ト

ル

､

ダ
ッ

シ

ュ

は

転

置

を
あ

ら
わ

す
｡

ベ

ク

ト

ル

の

不

等
関
係
の

表
示

は

通

常
の

用

法
に

し
た

が

う
｡

(

2
)

O
h
･

内

実
-

阜
S
･

[

ロ
.

p
.

N

山

p

勺
【

O
b
-

e

m
-

N

]
.

A

ヨ
○

弓
-

e
t

巳
･

[

N
､

匂

p
.

岩
心

1
-

-

○
]
.

(

3
)

C
O
ロ

く
e

H

吋

3
g

旨
ヨ

邑
出

面

の

最

通

解
の

必

要

十

分

条

件

は

耳
ハ

き

且
=

-

叉
且
-
崇

ヾ
(

且

も
Ⅳ
○

-

ま

Ⅳ
○

と

し
て
､

条

件

(

こ
､

(

N

)

よ

り

得

ら
れ

る
｡

(

4
)

叉
♪

且

が

b

に

関
し

ひ
t

ユ

邑
y

0

0

n
O

P
く

e

で

ま

に

関

し

0

0

ロ

く
e

H

で

あ
る

場
合
に

は
､

鞍
点

(

阜

ミ
)

の

篭

は
一

義
的
に

定

ま

る
｡

こ

の

点

は
､

ダ

ラ

デ
ィ

エ

ン

ト

法
に

よ

り

鞍

点
へ

の

収

束

を

問

題
に

す
る

と

き
重

要

な

意
味
を

も
つ

｡

(

5
)

e

O

ロ
C

p

く
e

七

宗
雪
空

已
已
n

的

に

お

い

て

篭

が

最
適

解

で

あ

る

βヱ抄

ゼ

一
嘲
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